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2008年度 マクロ経済学の基礎 期末テスト 

 

問題１ （７点×10） 

 

（１）次の記述のうち誤っているものを選べ 

①モディリアーニは、人々は人生の段階に応じて消費行動を変えると考えた。 

②ケインズは、長期時系列を分析し、消費性向は一定だと主張した。 

③どんな賃金でもよいから働きたいと思っているのに働けない、という状態を非自発的失

業という。 

④転職する際に生じる失業を摩擦的失業と呼ぶ。 

⑤設備投資の理論のうち、加速度理論は日本の高度成長期を説明するのに役立つ。 

 

（２）次の文章のうち誤っているものを選べ 

①生産物とそれに対応する労働力が次の表で与えられるとき、比較優位の原理に従えば、

中国が自動車を作ることになる。 

 

国 生産物1単位を作る

のに必要な労働 日本 中国 

自動車 100人 150人 生

産

物 
小麦 120人 80人 

②需要曲線の形状は通常右下がりになる。 

③付加価値とは、生産額から中間投入（中間財）を引いたものである。 

④1ドル100円から1ドル200円になることを円安になるという。 

 

（３）次の記述のうち誤っているものはどれか。一つ選べ。 

 

①（１）は賃金などを表す。 

②（２）は公共サービスなどを表す。 

③（３）は補助金などを表す。 

④（４）は労働力などを表す。 

⑤（５）は法人税などを表す。 

 

 

 

 

 

家計 

政府 企業 

（５） 

（２） 
（１） 

（４） 
（３） 
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（４）次の文章の記述で、誤っている選択肢の個数を答えよ。 

国民経済計算の諸概念について以下の値が与えられている。 

最終消費支出  250 総固定資本形成  120 在庫品増加 10  

財・サービス輸出 60 財・サービス輸入 40 固定資本減耗 10 

間接税－補助金  20 海外からの要素所得の受取20 

海外からの要素所得の支払 10 

 

①国内総生産は400である。 

②国民総生産は410である。 

③国民純生産は400である。 

④国民所得は360である。 

 

（５）以下の数値が与えられているとき、誤っているものはどれか。 

 マネーサプライは現金と預金、ハイパワードマネーは準備預金と現金からできており、預

金を準備預金で割ったものを預金準備率とする。 

 

現金500  預金500  準備預金100  マーシャルのk＝２ 

 

①マネーサプライは1000である。 

②ハイパワードマネーは600である。 

③信用乗数は ５である。 

④貨幣乗数は ３である。 

⑤名目ＧＤＰは500である。 

 

（６）以下の値が与えられている時、正しい記述はどれか。ただし、ＧＤＰの内訳項目は

すべて名目値であるとする。また、マーシャルのk算出には名目ＧＤＰを使うこと。 

最終消費支出  150 総固定資本形成  60 法人企業経常利益 120 

財・サービス輸出 60 固定資本減耗 10 預金準備率 0.1 

ＧＤＰデフレーター 120 消費者物価指数 110 マネーサプライ 480 

在庫品増加 10  財・サービス輸入 40 ハイパワードマネー 240 

 

①マーシャルのkは２である。 

②名目国内総生産は200である。 

③実質国民総生産は180である。 

④信用乗数は３である。 

⑤貨幣乗数は20である。 
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（７）下記のグラフについて誤っている選択肢の個数を答えよ。 

①（１）は日経平均株価である。 

②（２）実質ＧＤＰである。 

③（３）実質ＧＤＰ成長率である。 

④（４）は失業率である。 

⑤（５）預金準備率である。 
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（８）次の記述のうち誤っているものはどれか。一つ選べ。 

①サブプライムローンに端を発した金融危機で、ＡＩＧ、シティグループは破綻したが、

リーマンブラザーズは救済された。 

②アメリカの大統領選でオバマ大統領が当選したが、所属するのは民主党で、国務長官に

ヒラリー・クリントン上院議員を指名した。 

③２００８年 9月、エチオピアで誘拐され、ソマリアに連れ去られた「世界の医療団」メ

ンバー赤羽桂子さんが、1月7日、無事解放された。 

④2008年にノーベル物理学賞を受賞したのは、南部陽一郎、小林誠、益川敏英、ノーベル

化学賞を受賞したのは、下村脩である。 

⑤2008年末、東京日比谷公園にできた“年越し派遣村”。住むところを失った人たちを、ボ

ランティアが支援。1月5日には、住むところのない人たちは、もと小学校など4施設に移

動した。 
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(９)次の記述のうち誤っている記述の個数を書け。 

①オバマ大統領は 1961年ハワイ生まれで現在 47歳である。弁護士出身で、家族は奥さん

と2人の娘である。 

②パレスチナは、2008年12月からガザ地区を攻撃している。攻撃の理由の一つに、米国大

統領の交代が挙げられている。 

③2008年9月、大阪の「三笠フーズ」が販売している菓子パンや冷凍食品に、体に悪い「メ

ラミン」という物質が混入していたことがわかった。 

④2008年、韓国の大統領はイ・ミョンバク氏、台湾の総統は馬英九氏、ロシアの大統領は

シュワルナゼ氏に変わった。 

⑤北京オリンピックでは日本は 9個の金メダルをとり、ソフトボールの上野由岐子選手や

野球の吉田えり選手などが活躍した。 

 

(10)中央銀行によるマネーサプライの管理に関する次の記述のうち、誤っているものはど

れか。 

 なお、マネーサプライは現金通貨と預金から構成され、ハイパワード・マネーは現金通

貨と銀行準備から構成されるものとする。 

① 中央銀行による法定準備率の操作は、ハイパワード・マネーに影響を与え、貨幣乗数

にも影響を与える。このため法定準備率の操作は、ハイパワード・マネーの変動を通じて

マネーサプライを変化させることができる。 

② ハイパワード・マネーは外部貨幣とも呼ばれ、市中銀行の負債であり、銀行部門全体

の信用創造によって供給される。このため、中央銀行は、法定準備率を操作することによ

ってハイパワード・マネーを操作することができる。 

③ 現金通貨と預金の割合が各経済主体の自由な資産選択活動の結果決定されるのならば、

貨幣乗数が変動しやすくなることにより、中央銀行によるマネーサプライの管理は困難に

なる。 

④ 中央銀行がハイパワード・マネーを増加させると、貨幣乗数倍のマネーサプライが増

加する。マネーサプライにおける現金通貨と預金通貨の比率によっては、貨幣乗数が１を

下回ることがある。 
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問題２（10点） 

 「景気をよくするためには賃金を上げたほうがよい」という議論があるが、この政策（例

えば、市場で決まった賃金を無視して強制的に賃金を上げる法律を作る）をとった場合、

雇用者数はどうなるか。労働需要曲線、労働供給曲線のグラフを描いて説明せよ。ただし、

政策をとる前の段階で、労働需要曲線と労働供給曲線の交点で賃金と雇用量が決まってい

るものとする。 

 

問題３（10点） 

 右の表を参考にして、2009 年度の実質ＧＤＰ成長率を予
測し、その理由を書け。成長率は小数点第一位まで書くこと。 
（正解があるわけではないので、書けば得点できます） 

 

問題４ （10点） 

 「どのような質問をするかで、その人がその事柄を理解し

ているかどうかがわかる」と言われています。そのことを踏

まえた上で、授業を聞いていて疑問に思ったことを書いてく

ださい。（疑問が何もないというのは、全部わかっていると

いうより、まったくわかってない可能性のほうが高いので0

点）」 

 

 合わせて、改善点、感想なども書いてください。 

 

 

 

年度 実質ＧＤＰ成長率

95 2.5
96 2.9
97 0.0
98 -1.5
99 0.7

2000 2.6
2001 -0.8
2002 1.1
2003 2.1
2004 2.0
2005 2.3
2006 2.3
2007 1.9
2008 -0.9
2009


